
ね ら い

特 徴

形 式

※研修内容は現段階での予定であり、今後、変更となる場合があります。

カリキュラム（予定）

内 容

１．業務指導の基本
（１）業務指導の基本はティーチング
（２）ティーチングとコーチングの使い分け

２．業務指導の前提条件
（１）育成のゴールの明確化とメンバーの現状把握
（２）目標設定と育成計画～「Ｐ（計画）」が最も重要

３．業務指導の進め方
■ 効果的な業務指導のための３つのステップ

４．実践テクニック①② やってみせる・やらせてみる
（１）事前準備
（２）仕事の全体像を教える
（３）メモを取らせる
（４）やってみせる・やらせてみる
（５）教えた内容を確認する

５．実践テクニック③ フィードバックする
（１）業務内容を振り返る
（２）ほめる
（３）叱る

本研修は、ｅラーニングで実施します。 ＜動画形式：講師登壇＞

～業務指導の基本と実践テクニック～

ティーチング

２０分

（ワーク・テスト等の時間を含まない）
■研修時間

・部下や後輩へのＯＪＴ指導スキルを高めたい方

・「指導の仕方」をこれまでに学んだことがなく、今の自分のやり方で間違っ
ていないか、効果があるのかを知りたい方

■対象

ｅラーニング（動画）

決まった方法や考え方を教え込み、指示内容を忠実に実行させるティーチング手法の習
得を目指します。また、入念に準備をした上で、仕事の全体像から細部に向かって、なぜ・
何を・いつまでに・どのように進めていくかの伝え方を学びます。

ティーチングとコーチングの２つの育成手法の使い分け方を理解するとともに、部下育成の
ゴールを設定した上で、指導の仕方を考えられるようになります。また、部下が理解しやすく
納得しやすい３つのプロセスで指導を進められるようになります。
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ね ら い

特 徴

形 式

※研修内容は現段階での予定であり、今後、変更となる場合があります。

カリキュラム（予定）

内 容

（４）「コーチング」と「ティーチング」の違い
（５）人に対する「プラス思考」
（６）コーチングの３つのコアスキル

１．コーチングとは
（１）コーチングの定義 
（２）コーチングの前提と目的
 （３）コーチングの効果

 （３）「傾聴」のポイント
２．コーチングのスキルの習得 Ⅰ傾聴のスキル
（１）「聞く」と「聴く」の違い
 （２）「聴く」の基本は相手を受け入れること

（３）ねらいに応じた「質問」の流れ  
３．コーチングのスキルの習得 Ⅱ質問のスキル
（１）育成の達人は「質問」の名人 
（２）可能性を引き出す質問の種類  ①～③

 （２）「承認」を支える観察能力と伝達能力 
４．コーチングのスキルの習得 Ⅲ承認のスキル
（１）「承認」を通して部下・後輩の意欲を高める 

５．目標達成を支援するフレームワーク 「GROWモデル」
■GROWモデルとは ①～⑤ ■GROWモデルを使ったコーチング  

 （３）ラポールを構築するためのテクニック  
６．部下・後輩のキャリアサポート Ⅰ信頼関係の構築
（１）コミュニケーションの基盤となる信頼関係 
（２）「ラポール（RAPPORT）」とは

 （２）重要視する行動指針を確かめる 
７．部下・後輩のキャリアサポート Ⅱキャリア・アンカーを知る
（１）キャリア・アンカーとは 

最後に

本研修は、ｅラーニングで実施します。 ＜動画形式：講師登壇＞

～部下・後輩の成長を促す３つのスキル～

コーチング

５２分

（ワーク・テスト等の時間を含まない）
■研修時間

【管理・監督職向け】

・コーチングについて、その目的や具体的手法を学びたい方

・部下・後輩の主体性を活かし、自ら動けるような人材に育成したい方

・一人ひとり違う部下・後輩の内面に合わせて、キャリア形成をサポートして
いきたい方

■対象

ｅラーニング（動画）

混同されがちなティーチングとの違いや、コーチングに欠かせない傾聴・質問・承認のテク
ニック、部下の目標達成を支援するフレームワーク、一人ひとりに向き合ったキャリアサ
ポートの仕方など、相手の主体性を引き出しながら育成する術を学びます。

コーチングの前提となる考え方やその目的・効果を理解し、コーチングのテクニックを学ぶと
ともに、部下・後輩の目標達成を支援するためのフレームワークも学ぶことで、部下やチー
ムメンバーのキャリア形成をサポートする術を習得します。
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